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海上保安庁のシンクタンク機能
強化を推進

特　集

海上保安国際研究
センターの挑戦!
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①　海上保安大学校学生採用試験
受付期間：８月22日(木)～９月４日(水) 
第１次試験日：10月26日(土)及び27日(日)
ホームページ：https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/enter/jcga.html
受験案内配布時期：2024年６月12日（水）～

海上保安庁では､海洋環境について考える機会を通じて､海への関心を高め､
海洋環境保全思想の普及等を図ることを目的として､小・中学生を対象に図
画コンクールを開催しています｡作品は､｢はがきサイズ｣で募集しています。
多くの皆様からの応募をお待ちしています。
応募の詳細はホームページをご確認ください。
締切は９月６日(金)（必着）。
（共催：公益財団法人海上保安協会）

詳しくは､二次元コードをご確認ください▶

海上保安庁ホームページ
海上保安庁図画コンクールページ

②　海上保安学校学生採用試験
受付期間：７月16日(火)～７月25日(木) 
第１次試験日：９月22日(日)
ホームページ：
https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/enter/jcgs.html
受験案内配布時期：2024年６月12日（水）～

自己救命策の確保
～ 思わぬ事故から命を守るために必要なこと～

自己救命策確保３つの基本

ⒸJCGF

保守・点検されたものを 
正しく着用してね。 

11ライフジャケット
常時着用

33 118番・NET118
の活用

22 携帯電話等

家族や友人・関係者に｢目的地や帰宅時間｣を伝え、
現在位置等を定期的に連絡しましょう。

連絡手段の確保 ⒸJCGF

防水パックに入れて 
落とさないようにね。 

ⒸJCGF

ⒸJCGF

GPS機能を「ON」とした
とるす報通 で話電帯携

正確な位置の把握につながるよ。 

プラス1

海上保安大学校･海上保安学校採用試験
申 込 受 付 中

作 品 募 集
第25回未来に残そう青い海･
海上保安庁図画コンクール

海上保安庁採用HP

特別賞(国土交通大臣賞) 海上保安庁長官賞(中学生の部)

第24回未来に残そう青い海・
海上保安庁図画コンクール受賞作品



特別セッションの様子 海上保安機関長官級集合写真

日本・アメリカ・フィリピン長官級会談集合写真 日本・ベトナム二国間会談の様子
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ア
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議

 

（
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）」初
参
加

令
和
６
年
６
月
１
日
、
海
上
保
安
庁
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議

(

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ)

」
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
今
回
初
め
て
設
け
ら
れ
た
「
海
上
法
執
行
と
信
頼
醸
成
」
の
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、

海
上
法
執
行
機
関
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
国
の
海
上
保
安
機
関
の
長
官
等
と
議
論
を
交
わ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
会
議
に
出
席
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
海

上
保
安
機
関
長
官
と
そ
れ
ぞ
れ
二
国
間
会
談
を
行
っ
た
ほ
か
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
三
国
間
長

官
級
会
談
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
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日
米
韓
海
上
保
安
機
関

合
同
捜
索
救
助
訓
練

海
上
保
安
庁
は
、
米
国
沿
岸
警
備
隊
・
韓
国
海
洋
警
察
庁
と
合
同
で
、
海
上
に
お
け
る
捜
索
・
救
助
に
関

す
る
訓
練
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
本
訓
練
は
日
米
韓
海
上
保
安
機
関
連
携
に
か
か
る
「
意
向
確
認
書
」

に
基
づ
く
取
組
で
あ
り
、
三
機
関
間
の
信
頼
醸
成
と
相
互
理
解
の
促
進
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
連
携
・
協
力

関
係
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

日本・インドネシア二国間会談の様子

日米韓三機関の船が並走する様子

1

訓練前の最終打合せの様子
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1 「アジア安全保障会議 (シャングリラ・ダイアローグ）」初参加
1 日米韓海上保安機関合同捜索救助訓練
2 練習船「こじま｣最後の遠洋航海出港式
2 海洋環境保全推進月間

富山湾海底で斜面崩壊の痕跡を確認3

3 来島海峡航路西側海域における経路指定

4 特集  

海上保安国際研究センターの挑戦!

12
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呉湾を航行する練習船「こじま」とそれを見送る在校生

【来島海峡西側海域経路指定リーフレット】

練
習
船「
こ
じ
ま
」

最
後
の
遠
洋
航
海
出
港
式
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海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間

かいほジャーナル 97号 2

令
和
６
年
４
月
22
日
、
練
習
船
「
こ
じ
ま
」
は
、
今
年
３
月
に
海
上
保
安
大
学
校
を
卒
業
し
た
専
攻
科
36

名
（
う
ち
女
性
７
名
）、
現
役
職
員
で
あ
る
研
修
科
国
際
航
海
実
習
課
程
６
名
（
う
ち
女
性
３
名
）
を
乗
せ
、

95
日
間
の
遠
洋
航
海
へ
向
け
て
、
母
港
で
あ
る
広
島
県
呉
市
を
出
港
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
７
月
１
日
に
、

新
練
習
船
「
い
つ
く
し
ま
」
が
就
役
し
た
こ
と
か
ら
、
練
習
船
「
こ
じ
ま
」
で
の
遠
洋
航
海
は
、
今
回
が
最

後
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
次
号
（
98
号
）
で
は
、
練
習
船
「
こ
じ
ま
」
最
後
の
遠
洋
航
海
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
指
導
・
啓
発
活
動
を
重
点
的
に
実
施
す
る
た
め
、「
未
来

に
残
そ
う
青
い
海
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
毎
年
５
月
30
日
〜
６
月
30
日
ま
で
を
「
海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間
」

と
定
め
て
お
り
、
今
年
度
も
様
々
な
取
組
を
全
国
各
地
で
行
い
ま
し
た
。
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富
山
湾
海
底
で
斜
面
崩
壊
の
痕
跡
を
確
認
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来
島
海
峡
航
路
西
側
海
域
に
お
け
る

経
路
指
定

3

海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
水
深
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
令
和
６
年
２
月

27
日
〜
28
日
に
か
け
て
富
山
湾
の
海
底
地
形
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
結
果
と
過
去
の
調
査
結
果
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
富
山
市
沖
の
海
底
谷
の
斜
面
（
水
深
約
30

〜
３
７
０
メ
ー
ト
ル
）
が
南
北
約
3.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
崩
壊
し
、
最

大
40
メ
ー
ト
ル
程
度
深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

富
山
検
潮
所
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の
震
源
か
ら
離
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
震
発
生
の
３
分
後
に

津
波
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
確
認
さ
れ
た
斜
面
崩
壊
は
、
富
山
湾
沿
岸
へ
異
常
に
早
く
到
達
し
た
津
波
の
発

生
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
７
月
１
日
午
前
10
時
か
ら
、
海
上
交
通
安
全
法
第
25
条
第
２
項
に
基
づ
く
告
示
に
よ
り
、
来
島

海
峡
航
路
西
口
に
「
経
路
」
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。
来
島
海
峡
航
路
を
航
行
す
る
船
舶
は
、
告
示
に
よ

り
指
定
さ
れ
る
経
路
に
よ
っ
て
航
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
経
路
を
示
す
バ
ー
チ
ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識
を
設
置
し
て
お
り
、
航
海
用
レ
ー
ダ
ー
や
電
子
海
図

上
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
安
芸
灘
南
航
路
第
四
号
灯
浮
標
を
廃
止
し
、
付
近
の
推
薦
航
路
を
短
縮
し
ま
し
た
。

岩手県内の小学生と海浜清掃及び漂着ごみ分類調査を実施

大分県内の保育園において海洋環境保全教室を実施

ご家族、在校生等のお見送りに敬礼する実習生

 URL: https://www.msil.go.jp/
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発
生
の
３
分
後
に

津
波
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
確
認
さ
れ
た
斜
面
崩
壊
は
、
富
山
湾
沿
岸
へ
異
常
に
早
く
到
達
し
た
津
波
の
発

生
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
７
月
１
日
午
前
10
時
か
ら
、
海
上
交
通
安
全
法
第
25
条
第
２
項
に
基
づ
く
告
示
に
よ
り
、
来
島

海
峡
航
路
西
口
に
「
経
路
」
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。
来
島
海
峡
航
路
を
航
行
す
る
船
舶
は
、
告
示
に
よ

り
指
定
さ
れ
る
経
路
に
よ
っ
て
航
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
経
路
を
示
す
バ
ー
チ
ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識
を
設
置
し
て
お
り
、
航
海
用
レ
ー
ダ
ー
や
電
子
海
図

上
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
安
芸
灘
南
航
路
第
四
号
灯
浮
標
を
廃
止
し
、
付
近
の
推
薦
航
路
を
短
縮
し
ま
し
た
。

岩手県内の小学生と海浜清掃及び漂着ごみ分類調査を実施

大分県内の保育園において海洋環境保全教室を実施

ご家族、在校生等のお見送りに敬礼する実習生

 URL: https://www.msil.go.jp/
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海洋の安全保障に関する諸課題に対応するため、国内外の大学や研究機関等との幅広
い共同研究を推進し、世界でも珍しい海上保安に関するシンクタンクとして、世界の海上
保安政策に関する研究をリードしていくことを目指している海上保安国際研究センターの
取組をレポートする。 取材・文／北川　聡（フォーラムK）

近
年
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
海
洋
に
お
け
る
諸
問

題
が
年
々
増
大
、
複
雑
化
し
て
お
り
、
海
洋
の
安
全

保
障
に
関
わ
る
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
、
海
上
保
安

分
野
に
お
け
る
学
術
的
観
点
か
ら
の
研
究
・
分
析
や

提
言
発
信
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

海
洋
の
安
全
保
障
に
関
す
る
諸
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
研
究
者
を
配
置
し
て
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

を
強
化
し
、
国
内
外
の
研
究
機
関
・
教
育
機
関
と
の

交
流
や
共
同
研
究
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

が
、「
海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
（
旧
称
：
国
際
海

洋
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
）」
だ
。
令
和
５
年
４
月
に
は

東
京
都
品
川
区
に
も
事
務
所
が
開
設
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
海
上

保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
後
藤
宏
明
教
授

に
話
を
伺
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

学
術
研
究
と
人
材
育
成

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
海
上
保
安

大
学
校
（
広
島
県
呉
市
）
と
新
し
く
設
立
さ
れ
た
東

京
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
品
川
区
）
の
二
ヶ
所
を
拠
点

と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
身
の
国
際
海

洋
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
が
平
成
14
年
に
設
置
さ
れ

て
以
降
、
教
員
の
研
究
活
動
は
活
発
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
海
上
保
安
行
政
の
更
な
る
国
際
化
、

高
度
化
、
複
雑
化
に
比
例
し
て
、
研
究
ニ
ー
ズ
は

増
大
し
、
質
的
に
も
高
度
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

研
究
・
分
析
・
提
言
発
信
等
の
機
能
を
更
に
強
化

す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
令

和
５
年
４
月
に
、
東
京
で
の
拠
点
と
な
る
東
京
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
研
究
を
専
門
に
す
る
主
任
研
究

員
を
配
置
し
、
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
財
団
海
上
保
安
研
究
基
金
の
助
成
に
よ
り
、

規
模
の
大
き
な
取
組
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

国
内
外
で
連
携
し
て
研
究
を
推
進

現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
海
上
保
安
大
学
校
の
教
員

が
主
任
研
究
員
と
な
り
、
テ
ー
マ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

ユ
ニ
ッ
ト
を
組
ん
で
国
内
の
他
の
大
学
の
教
授
た
ち

と
連
携
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

外
部
の
研
究
者
と
連
携
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る

研
究
を
実
施
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が

持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
関
心
の
あ
る
研

究
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
関
心
事
項
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
研
究
課
題
を
絞
り
、
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏

ん
で
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
呉
に
あ
る
海
上
保
安
大
学
校
の

教
員
と
東
京
セ
ン
タ
ー
の
主
任
研
究
員
、
そ
し
て

学
外
の
客
員
研
究
員
が
集
ま
る
ハ
ブ
の
よ
う
な
役

割
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
テ
ー

マ
に
つ
い
て
も
、
海
上
保
安
に
関
連
す
る
事
項
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
点
に
お
い
て
セ
ン
タ
ー
は
政
策
決
定
の
中

心
と
な
る
本
庁
等
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
調
整
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性

の
あ
る
関
心
事
項
と
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
中
で
、
そ

れ
を
一
つ
に
束
ね
る
こ
と
は
、
決
し
て
簡
単
で
は
な

く
、
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
主
任
研
究
員
が
苦
労
す
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
る
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
者

が
様
々
な
視
点
で
分
析
し
、
統
合
す
る
こ
と
で
学
際

的
で
偏
り
の
な
い
し
っ
か
り
し
た
学
術
成
果
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
と
別

の
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
間
で
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
研
究

者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い

け
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
教
育
支
援
の
実
施

セ
ン
タ
ー
の
も
う
一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
国
際
的

な
教
育
支
援
に
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
政
策

研
究
大
学
院
大
学
お
よ
び
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
の
連
携
に
よ
る
ア
ジ
ア
各
国

の
海
上
保
安
機
関
幹
部
を
対
象
と
し
た
修
士
課
程
で

あ
る
海
上
保
安
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
М
Ｓ
Ｐ
）
。
２

つ
目
は
、
主
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

協
力
し
、
外
国
の
海
上
保
安
機
関
の
職
員
に
必
要
な

教
育
を
行
う
セ
ン
タ
ー
国
際
教
育
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。

今
、
日
本
で
は
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

東京センター(東京都品川区)

豊富な現場経験を活かし
センターをまとめる

後藤 宏明 センター長

海上保安大学校卒業後は、陸海問わず色々な

業務に就きました。船長として巡視艇に乗り、

韓国漁船の密漁を取り締まる際に、巡視艇を接

近させて海上保安官が船に移る強行接舷は命が

けでした。

４年前副センター長に任命された時、先生方

の研究方向をまとめ、先生方の研究資源を現場

に分かりやすく伝え、研究内容を海上保安機関

の中で周知させる役割も重要だと感じて引き受

けました。今もその時の気持ちを忘れず、セン

ター長として一生懸命日々奮闘しております。

　 ご と う ひ ろ あ き

洋
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
諸
政
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方

の
ひ
と
つ
に
「
法
の
支
配
」
が
あ
り
ま
す
。
海
の
秩

序
の
維
持
は
、
法
に
基
づ
い
て
行
う
と
い
う
考
え
方

で
す
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
太
平
洋
の
秩
序
維
持
に
お
い

て
、
今
後
も
非
常
に
重
要
な
考
え
方
で
あ
り
、
海
上

保
安
庁
も
法
執
行
機
関
と
し
て
同
じ
考
え
を
も
っ
て

い
ま
す
。

海
上
保
安
庁
は
、
今
後
ま
す
ま
す
イ
ン
ド
太
平
洋

諸
国
の
法
執
行
能
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン

タ
ー
長
で
あ
る
私
と
し
て
も
、
当
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
各
教
育
を
通
じ
て
各
国
の
法
執
行
能
力
の

向
上
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
時
期
か
ら
国
際
感
覚
の
か
ん
養
を

図
り
、
国
際
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
学
生

国
際
会
議
も
海
上
保
安
大
学
校
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
い
、
海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
が
幹
事
を
務

め
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

特 

集大学、研究機関等 海上保安庁 国、自治体等 各国の
海上保安機関

・基盤となる海上保安行政に関する研究
・海洋の開発及び利用に関する研究
・海洋環境の保全に関する研究
・海洋の安全保障に関する研究
・海洋権益の確保に関する研究
・国際的な連携の確保及び国際協力の
　推進に関する研究

【センターが行う研究】

・学術の高度な応用能力、分析能力、提案能力、
　国際コミュニケーション能力を兼ね備えた専門家を
　育成するための教育
・国際連携の確保及び国際協力の推進に貢献する者を
　育成する教育
・他機関との連携による教育

【センターにおける教育】

海上保安国際研究センター

研究ニーズの収集 研究成果の情報発信研究者間交流
研究ユニット形成

海上保安国際研究センターの挑戦!
海上保安庁のシンクタンク機能強化を推進

ミッション図
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近
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り
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く
海
洋
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け
る
諸
問

題
が
年
々
増
大
、
複
雑
化
し
て
お
り
、
海
洋
の
安
全

保
障
に
関
わ
る
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
、
海
上
保
安

分
野
に
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る
学
術
的
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か
ら
の
研
究
・
分
析
や

提
言
発
信
が
強
く
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め
ら
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て
い
る
。

海
洋
の
安
全
保
障
に
関
す
る
諸
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
研
究
者
を
配
置
し
て
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

を
強
化
し
、
国
内
外
の
研
究
機
関
・
教
育
機
関
と
の

交
流
や
共
同
研
究
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

が
、「
海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
（
旧
称
：
国
際
海

洋
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
）」
だ
。
令
和
５
年
４
月
に
は

東
京
都
品
川
区
に
も
事
務
所
が
開
設
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
海
上

保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
後
藤
宏
明
教
授

に
話
を
伺
っ
た
。

セ
ン
タ
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の
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ッ
シ
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ン
は

学
術
研
究
と
人
材
育
成
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上
保
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際
研
究
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上
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安

大
学
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（
広
島
県
呉
市
）
と
新
し
く
設
立
さ
れ
た
東

京
セ
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（
東
京
都
品
川
区
）
の
二
ヶ
所
を
拠
点

と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
身
の
国
際
海

洋
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
が
平
成
14
年
に
設
置
さ
れ

て
以
降
、
教
員
の
研
究
活
動
は
活
発
に
行
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れ
て

き
ま
し
た
が
、
海
上
保
安
行
政
の
更
な
る
国
際
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、

高
度
化
、
複
雑
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に
比
例
し
て
、
研
究
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は

増
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、
質
的
に
も
高
度
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し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

研
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・
分
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・
提
言
発
信
等
の
機
能
を
更
に
強
化

す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
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和
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に
、
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る
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を
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、
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に
す
る
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し
、
体
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を
強
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し
ま
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た
。
ま
た
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日
本
財
団
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基
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助
成
に
よ
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、
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の
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な
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で
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る
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に
な
っ
て
い

ま
す
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連
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し
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を
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進

現
在
、
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は
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保
安
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の
教
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任
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り
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に
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他
の
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学
の
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ち

と
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が
ら
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を
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て
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ま
す
。

外
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の
研
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者
と
連
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し
、
ユ
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に
よ
る

研
究
を
実
施
す
る
に
は
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そ
れ
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れ
の
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が
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し
、
関
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の
あ
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が
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り
、
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持
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事
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に
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意
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を
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、
研
究
課
題
を
絞
り
、
調
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・
研
究
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
プ
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ス
を
踏

ん
で
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
呉
に
あ
る
海
上
保
安
大
学
校
の

教
員
と
東
京
セ
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タ
ー
の
主
任
研
究
員
、
そ
し
て

学
外
の
客
員
研
究
員
が
集
ま
る
ハ
ブ
の
よ
う
な
役

割
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
テ
ー

マ
に
つ
い
て
も
、
海
上
保
安
に
関
連
す
る
事
項
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
点
に
お
い
て
セ
ン
タ
ー
は
政
策
決
定
の
中

心
と
な
る
本
庁
等
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
調
整
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性

の
あ
る
関
心
事
項
と
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
中
で
、
そ

れ
を
一
つ
に
束
ね
る
こ
と
は
、
決
し
て
簡
単
で
は
な

く
、
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
主
任
研
究
員
が
苦
労
す
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
る
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
者

が
様
々
な
視
点
で
分
析
し
、
統
合
す
る
こ
と
で
学
際

的
で
偏
り
の
な
い
し
っ
か
り
し
た
学
術
成
果
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
と
別

の
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
間
で
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
研
究

者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い

け
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
教
育
支
援
の
実
施

セ
ン
タ
ー
の
も
う
一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
国
際
的

な
教
育
支
援
に
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
政
策

研
究
大
学
院
大
学
お
よ
び
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
の
連
携
に
よ
る
ア
ジ
ア
各
国

の
海
上
保
安
機
関
幹
部
を
対
象
と
し
た
修
士
課
程
で

あ
る
海
上
保
安
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
М
Ｓ
Ｐ
）
。
２

つ
目
は
、
主
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

協
力
し
、
外
国
の
海
上
保
安
機
関
の
職
員
に
必
要
な

教
育
を
行
う
セ
ン
タ
ー
国
際
教
育
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。

今
、
日
本
で
は
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

東京センター(東京都品川区)

豊富な現場経験を活かし
センターをまとめる

後藤 宏明 センター長

海上保安大学校卒業後は、陸海問わず色々な

業務に就きました。船長として巡視艇に乗り、

韓国漁船の密漁を取り締まる際に、巡視艇を接

近させて海上保安官が船に移る強行接舷は命が

けでした。

４年前副センター長に任命された時、先生方

の研究方向をまとめ、先生方の研究資源を現場

に分かりやすく伝え、研究内容を海上保安機関

の中で周知させる役割も重要だと感じて引き受

けました。今もその時の気持ちを忘れず、セン

ター長として一生懸命日々奮闘しております。

　 ご と う ひ ろ あ き

洋
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
諸
政
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方

の
ひ
と
つ
に
「
法
の
支
配
」
が
あ
り
ま
す
。
海
の
秩

序
の
維
持
は
、
法
に
基
づ
い
て
行
う
と
い
う
考
え
方

で
す
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
太
平
洋
の
秩
序
維
持
に
お
い

て
、
今
後
も
非
常
に
重
要
な
考
え
方
で
あ
り
、
海
上

保
安
庁
も
法
執
行
機
関
と
し
て
同
じ
考
え
を
も
っ
て

い
ま
す
。

海
上
保
安
庁
は
、
今
後
ま
す
ま
す
イ
ン
ド
太
平
洋

諸
国
の
法
執
行
能
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン

タ
ー
長
で
あ
る
私
と
し
て
も
、
当
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
各
教
育
を
通
じ
て
各
国
の
法
執
行
能
力
の

向
上
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
時
期
か
ら
国
際
感
覚
の
か
ん
養
を

図
り
、
国
際
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
学
生

国
際
会
議
も
海
上
保
安
大
学
校
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
い
、
海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
が
幹
事
を
務

め
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

特 

集大学、研究機関等 海上保安庁 国、自治体等 各国の
海上保安機関

・基盤となる海上保安行政に関する研究
・海洋の開発及び利用に関する研究
・海洋環境の保全に関する研究
・海洋の安全保障に関する研究
・海洋権益の確保に関する研究
・国際的な連携の確保及び国際協力の
　推進に関する研究

【センターが行う研究】

・学術の高度な応用能力、分析能力、提案能力、
　国際コミュニケーション能力を兼ね備えた専門家を
　育成するための教育
・国際連携の確保及び国際協力の推進に貢献する者を
　育成する教育
・他機関との連携による教育

【センターにおける教育】

海上保安国際研究センター

研究ニーズの収集 研究成果の情報発信研究者間交流
研究ユニット形成

海上保安国際研究センターの挑戦!
海上保安庁のシンクタンク機能強化を推進

ミッション図
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目
標
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
強
化

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
国
際
的
な
調
査
研
究
と
人
材
育
成
で
あ
る
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
最
大
の
目
的
は
海
上

保
安
分
野
の
研
究
を
推
進
・
対
外
発
信
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
強
化

し
、
海
上
保
安
分
野
に
お
け
る
戦
略
上
の
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
と
し
て
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
後

藤
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。

今
後
、
セ
ン
タ
ー
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
に
は
、
何
よ
り
も
、
海
上

保
安
庁
が
求
め
る
研
究
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
研
究
者
に
は
海
上
保
安
業
務
、

と
り
わ
け
現
場
の
業
務
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
最
前
線
の
拠
点
が
東
京
セ
ン
タ
ー
で
す
。

研
究
活
動
だ
け
で
な
く
、
情
報
発
信
に
お
い
て
も

東
京
は
ま
さ
に
日
本
の
中
心
で
す
か
ら
、
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

平成 27 年にスタートした海上保安

庁と政策研究大学院大学及びJICAとの

連携プログラムで、世界初の海上保安

分野の専門家を育成するための修士課

程。海上保安庁とアジア地域等の海上

保安機関から派遣された幹部職員が政

策研究大学院大学と海上保安大学校の

２カ所のキャンパスで１年間就学。国

際法、国際関係論、安全保障論等の講

義に加え、救難防災政策、海上警察政

策等の海上実務と融合した実践的対処

方法に関する演習を履修します。

海上保安政策プログラム
(MSP)とは

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
強
化
の
最
前
線
、

東
京
セ
ン
タ
ー

令
和
５
年
４
月
、
東
京
都
品
川
区
東
大
井
に
開

設
さ
れ
た
東
京
セ
ン
タ
ー
は
、
副
セ
ン
タ
ー
長
、

主
任
研
究
員
２
名
、
研
究
調
整
官
１
名
、
国
際
教

育
支
援
官
１
名
の
計
５
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
シ

ン
ク
タ
ン
ク
が
担
う
役
割
は
、
世
界
の
海
上
保
安

政
策
に
関
す
る
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
で
あ

り
、
海
上
保
安
行
政
に
関
し
て
戦
略
的
な
業
務
遂

行
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
国
際
協

力
・
外
国
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
提

言
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機

能
強
化
の
最
前
線
と
な
る
拠
点
が
東
京
セ
ン

タ
ー
だ
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
何
を
目
指
し
、

ど
う
行
動
す
る
の
か
。
海
上
保
安
庁
と
い
う
行
政

組
織
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
持
つ
こ
と
の
意
義
は
そ

も
そ
も
何
か
。
副
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
奥
薗
淳
二

教
授
に
話
を
伺
っ
た
。

海
上
保
安
庁
が
自
ら

シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
持
つ
こ
と
の
意
義

現
場
で
活
躍
し
て
い
る
海
上
保
安
官
は
、
日
々

発
生
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
全
力
で
業
務

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
今
そ
こ
に
あ
る
課
題

に
意
識
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
制
度

と
担
当
者
の
過
去
の
経
験
と
い
っ
た
利
用
し
や

す
い
知
識
ば
か
り
が
、
問
題
解
決
の
切
り
口
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
現
場
実
務
と
距
離
を
置
い
た

学
問
的
環
境
で
成
長
し
て
き
た
研
究
者
が
、
専

門
性
の
高
い
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
視
点
で
現
場
の

実
務
に
お
け
る
問
題
や
政
策
課
題
を
見
つ
め
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
提
言
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
役

に
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
提
言
も

あ
ま
り
に
実
務
か
ら
か
け
離
れ
て
い
て
は
、
有

効
な
〝
処
方
箋
〟
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
現
場
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
に
実
務
者

と
研
究
者
と
の
間
に
顔
の
見
え
る
環
境
を
作
り
、

外
か
ら
の
目
線
で
は
あ
る
け
れ
ど
内
側
の
気
持

ち
も
理
解
で
き
る
、
と
い
う
目
線
で
研
究
者
た

ち
が
専
門
的
に
下
支
え
し
て
く
れ
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
、
つ
ま
り
自
ら
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
持

つ
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
一
般

の
研
究
者
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、
海
上
保
安
大

学
校
に
採
用
さ
れ
た
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
私

の
よ
う
に
海
上
保
安
官
が
修
士
や
博
士
を
取
得

し
て
任
用
さ
れ
た
研
究
者
の
２
種
類
の
研
究
者

が
勤
務
し
て
い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
海
上
保

安
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る

体
制
が
徐
々
に
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

東
京
に
セ
ン
タ
ー
を
構
え
た
理
由

第
１
の
理
由
は
優
秀
な
研
究
者
と
顔
の
見
え

る
関
係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
研
究

機
関
が
集
中
し
て
い
る
東
京
で
は
、
学
会
や
研
究

会
等
に
参
加
し
や
す
く
、
研
究
動
向
を
つ
か
ん
だ

り
、
他
の
研
究
者
と
議
論
す
る
機
会
を
得
や
す
い

で
す
。

第
２
の
理
由
は
海
上
保
安
庁
と
顔
の
見
え
る
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
前
身
の
国

際
海
洋
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
海
上
保
安
庁
が

抱
え
る
政
策
課
題
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
を
収
集

で
き
て
お
ら
ず
、
海
上
保
安
庁
で
は
、
私
た
ち
の

研
究
領
域
、
提
案
能
力
、
対
応
で
き
る
課
題
領
域

な
ど
に
対
す
る
認
知
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で

す
。シ

ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
、
海

上
保
安
庁
と
海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の

情
報
交
換
を
頻
繁
に
実
施
す
る
た
め
の
中
核
と

し
て
、
東
京
セ
ン
タ
ー
は
機
能
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
効
果
的
に
研
究
成
果
を
発
信
で
き
る

拠
点
も
必
要
だ
か
ら
で
す
。
最
近
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
簡
単
に
世
界
中
の
人
と
議
論
で
き
る
よ
う
に

は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
発
信
力
に
関
し
て
い
え
ば

対
面
で
の
情
報
発
信
と
は
比
べ
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
に

は
東
京
の
地
の
利
は
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
「
学
際
的
」

研
究
を
推
進

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
の

は
、
海
上
保
安
に
関
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
す
。

海
上
保
安
業
務
そ
の
も
の
は
、
陸
上
に
お
い
て
も

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
研
究
も
様
々
な
切
り
口
で
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
海
を
舞
台
に
行
わ

れ
る
と
格
段
に
複
雑
さ
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
海
に
は
特
別
な
国
際
法
体
系
が
あ

り
ま
す
し
、
船
舶
が
関
係
す
る
以
上
、
そ
れ
に
か

か
わ
る
理
学
的
、
工
学
的
な
問
題
か
ら
目
を
背
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
陸
の
世
界
で
研
究
さ
れ

て
い
る
知
見
を
単
に
海
に
持
ち
込
む
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
の
で
す
。

学
問
の
世
界
で
は
、
単
独
の
学
問
だ
け
で
は
解

決
が
難
し
い
課
題
や
研
究
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
複

数
の
学
問
を
連
携
・
融
合
さ
せ
研
究
す
る
「
学
際

的
」
研
究
が
あ
る
べ
き
研
究
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

も
複
雑
化
、
国
際
化
す
る
世
界
の
海
上
の
安
全
を

取
り
巻
く
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
学
問
分
野
間

の
連
携
を
確
保
し
つ
つ
、
総
合
的
に
、
そ
し
て
学

際
的
に
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
使
命
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

MSPでの授業 MSPでの授業

センター国際教育での分析展示 センター国際教育での分析展示
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海上保安国際研究センタースタッフ（海上保安大学校内）

目
標
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
強
化

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
国
際
的
な
調
査
研
究
と
人
材
育
成
で
あ
る
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
最
大
の
目
的
は
海
上

保
安
分
野
の
研
究
を
推
進
・
対
外
発
信
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
強
化

し
、
海
上
保
安
分
野
に
お
け
る
戦
略
上
の
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
と
し
て
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
後

藤
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。

今
後
、
セ
ン
タ
ー
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
に
は
、
何
よ
り
も
、
海
上

保
安
庁
が
求
め
る
研
究
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
研
究
者
に
は
海
上
保
安
業
務
、

と
り
わ
け
現
場
の
業
務
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
最
前
線
の
拠
点
が
東
京
セ
ン
タ
ー
で
す
。

研
究
活
動
だ
け
で
な
く
、
情
報
発
信
に
お
い
て
も

東
京
は
ま
さ
に
日
本
の
中
心
で
す
か
ら
、
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

平成 27 年にスタートした海上保安

庁と政策研究大学院大学及びJICAとの

連携プログラムで、世界初の海上保安

分野の専門家を育成するための修士課

程。海上保安庁とアジア地域等の海上

保安機関から派遣された幹部職員が政

策研究大学院大学と海上保安大学校の

２カ所のキャンパスで１年間就学。国

際法、国際関係論、安全保障論等の講

義に加え、救難防災政策、海上警察政

策等の海上実務と融合した実践的対処

方法に関する演習を履修します。

海上保安政策プログラム
(MSP)とは

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
強
化
の
最
前
線
、

東
京
セ
ン
タ
ー

令
和
５
年
４
月
、
東
京
都
品
川
区
東
大
井
に
開

設
さ
れ
た
東
京
セ
ン
タ
ー
は
、
副
セ
ン
タ
ー
長
、

主
任
研
究
員
２
名
、
研
究
調
整
官
１
名
、
国
際
教

育
支
援
官
１
名
の
計
５
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
シ

ン
ク
タ
ン
ク
が
担
う
役
割
は
、
世
界
の
海
上
保
安

政
策
に
関
す
る
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
で
あ

り
、
海
上
保
安
行
政
に
関
し
て
戦
略
的
な
業
務
遂

行
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
国
際
協

力
・
外
国
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
提

言
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機

能
強
化
の
最
前
線
と
な
る
拠
点
が
東
京
セ
ン

タ
ー
だ
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
何
を
目
指
し
、

ど
う
行
動
す
る
の
か
。
海
上
保
安
庁
と
い
う
行
政

組
織
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
持
つ
こ
と
の
意
義
は
そ

も
そ
も
何
か
。
副
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
奥
薗
淳
二

教
授
に
話
を
伺
っ
た
。

海
上
保
安
庁
が
自
ら

シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
持
つ
こ
と
の
意
義

現
場
で
活
躍
し
て
い
る
海
上
保
安
官
は
、
日
々

発
生
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
全
力
で
業
務

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
今
そ
こ
に
あ
る
課
題

に
意
識
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
制
度

と
担
当
者
の
過
去
の
経
験
と
い
っ
た
利
用
し
や

す
い
知
識
ば
か
り
が
、
問
題
解
決
の
切
り
口
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
現
場
実
務
と
距
離
を
置
い
た

学
問
的
環
境
で
成
長
し
て
き
た
研
究
者
が
、
専

門
性
の
高
い
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
視
点
で
現
場
の

実
務
に
お
け
る
問
題
や
政
策
課
題
を
見
つ
め
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
提
言
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
役

に
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
提
言
も

あ
ま
り
に
実
務
か
ら
か
け
離
れ
て
い
て
は
、
有

効
な
〝
処
方
箋
〟
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
現
場
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
に
実
務
者

と
研
究
者
と
の
間
に
顔
の
見
え
る
環
境
を
作
り
、

外
か
ら
の
目
線
で
は
あ
る
け
れ
ど
内
側
の
気
持

ち
も
理
解
で
き
る
、
と
い
う
目
線
で
研
究
者
た

ち
が
専
門
的
に
下
支
え
し
て
く
れ
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
、
つ
ま
り
自
ら
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
持

つ
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
一
般

の
研
究
者
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、
海
上
保
安
大

学
校
に
採
用
さ
れ
た
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
私

の
よ
う
に
海
上
保
安
官
が
修
士
や
博
士
を
取
得

し
て
任
用
さ
れ
た
研
究
者
の
２
種
類
の
研
究
者

が
勤
務
し
て
い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
海
上
保

安
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る

体
制
が
徐
々
に
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

東
京
に
セ
ン
タ
ー
を
構
え
た
理
由

第
１
の
理
由
は
優
秀
な
研
究
者
と
顔
の
見
え

る
関
係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
研
究

機
関
が
集
中
し
て
い
る
東
京
で
は
、
学
会
や
研
究

会
等
に
参
加
し
や
す
く
、
研
究
動
向
を
つ
か
ん
だ

り
、
他
の
研
究
者
と
議
論
す
る
機
会
を
得
や
す
い

で
す
。

第
２
の
理
由
は
海
上
保
安
庁
と
顔
の
見
え
る
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
前
身
の
国

際
海
洋
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
海
上
保
安
庁
が

抱
え
る
政
策
課
題
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
を
収
集

で
き
て
お
ら
ず
、
海
上
保
安
庁
で
は
、
私
た
ち
の

研
究
領
域
、
提
案
能
力
、
対
応
で
き
る
課
題
領
域

な
ど
に
対
す
る
認
知
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で

す
。シ

ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
、
海

上
保
安
庁
と
海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の

情
報
交
換
を
頻
繁
に
実
施
す
る
た
め
の
中
核
と

し
て
、
東
京
セ
ン
タ
ー
は
機
能
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
効
果
的
に
研
究
成
果
を
発
信
で
き
る

拠
点
も
必
要
だ
か
ら
で
す
。
最
近
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
簡
単
に
世
界
中
の
人
と
議
論
で
き
る
よ
う
に

は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
発
信
力
に
関
し
て
い
え
ば

対
面
で
の
情
報
発
信
と
は
比
べ
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
に

は
東
京
の
地
の
利
は
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
「
学
際
的
」

研
究
を
推
進

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
の

は
、
海
上
保
安
に
関
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
す
。

海
上
保
安
業
務
そ
の
も
の
は
、
陸
上
に
お
い
て
も

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
研
究
も
様
々
な
切
り
口
で
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
海
を
舞
台
に
行
わ

れ
る
と
格
段
に
複
雑
さ
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
海
に
は
特
別
な
国
際
法
体
系
が
あ

り
ま
す
し
、
船
舶
が
関
係
す
る
以
上
、
そ
れ
に
か

か
わ
る
理
学
的
、
工
学
的
な
問
題
か
ら
目
を
背
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
陸
の
世
界
で
研
究
さ
れ

て
い
る
知
見
を
単
に
海
に
持
ち
込
む
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
の
で
す
。

学
問
の
世
界
で
は
、
単
独
の
学
問
だ
け
で
は
解

決
が
難
し
い
課
題
や
研
究
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
複

数
の
学
問
を
連
携
・
融
合
さ
せ
研
究
す
る
「
学
際

的
」
研
究
が
あ
る
べ
き
研
究
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

も
複
雑
化
、
国
際
化
す
る
世
界
の
海
上
の
安
全
を

取
り
巻
く
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
学
問
分
野
間

の
連
携
を
確
保
し
つ
つ
、
総
合
的
に
、
そ
し
て
学

際
的
に
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
使
命
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

MSPでの授業 MSPでの授業

センター国際教育での分析展示 センター国際教育での分析展示



東京センタースタッフ

東京センター

かいほジャーナル 97号 89

東京センターをシンクタンクの中枢に
奥薗 淳二 副センター長
海上保安大学校を卒業し、現場を 2 年半経験した後、京都大学公共政策大学院に入学し、教員候補

としてさらに 3 年間、同法学研究科の博士課程で学びました。その後、大学校の教員として勤務し始

めて十数年になります。

行政に関わる研究課題は実務的課題と学術的課題の 2 種類があります。副センター長として、実務

的課題を学術的課題に転換して学術研究の文脈に乗せるとともに、学術的知見を実務家が納得できる

処方箋として示す翻訳者としての役割を果たし、実務と学術のギャップを埋めていきます。

今後は研究者を増やし、より学際的かつ総合的に世界の海上保安の問題に対して処方箋を書けるラ

インナップを揃え、それを事務的にサポートする体制を整えていきたいと考えています。

研究員インタビュー

【主な実務経歴】
慶 應 義 塾 大 学 大 学 院 政 策 メ
ディア研究科博士課程を単位
取 得 後 退 学、慶 應 義 塾 大 学、
早稲田大学、東京大学などで
非常勤講師を担当。東洋大学
人間科学総合研究所客員研究員。

【主な教育・研究経歴】
「中華人民共和国建国以前の中国共産党の外事工
作ー王炳南の活動を中心にー」『東洋大学人間科
学総合研究所紀要』第 26 号（2024 年）ほか

【現在行っている研究】
現在は、日本財団海上保安研究基金のプロジェク
トとして、中国の海洋調査活動の定量・定性分析
を行っています。
また、個人研究として中国の、海上保安庁に対す
る「認識」の分析を行っています。

海保だから得られる知見を研
究に活かし社会に還元

当初、この組織の中でどういう研究をして行け

ばいいのか悩んでいた時に、海上保安庁の先生か

ら「せっかく海保という環境にいるんだから 海保

でしか手に入れられない情報や海保だから得られ

る知見を研究の中に取り組むことで、ニーズを捉

えてかつ意義のある研究ができるんじゃないか」

と助言をいただきまして、本当にその通りだなと

腑に落ちました。

私はどちらかといえば、自分の関心事項に特化

してそこを突き詰めていくタイプの研究者なので

すが、社会のニーズをとらえた研究にもしっかり

と目を向けていきたいと思っています。

や ま か げ  　 す ば る

【主な実務経歴】

外務本省（総合外交政策局）、

国際連合日本政府代表部、在

ガーナ日本国大使館、在フィ

ジー日本国大使館、内閣府国

際平和協力本部事務局など

【主な教育・研究経歴】

博士（法学）。神戸大学大学院国際協力研究科、

神戸学院大学客員准教授

【現在行っている研究】

法を執行する行政組織としての海上保安機関の

間での連携・協力における成否要素の分析を、

組織・法・運営の面から試みています。

国際ルールは生きもの。多国間
関係での経験を活かした研究に
取り組む

　2０年ほど外務省に勤務しました。多国間外交に

関わることが多かったのですが、西アフリカと南太

平洋の公館に赴任した経験から、１つ１つの国での

人間同士の関係が、多国間関係においても、非常に

重要なことを学びました。

海上保安機関の国際連携が関心テーマです。多国

間外交の中で、ルールや仕組みの策定交渉、実施、

運営を見てきた経験を活かして、研究を根気強く組

み立てていきたいです。実家は離島地域にあり、巡

視船を日々見送る環境にありますので、海保は身近

な存在です。海上保安官の方々の仕事に何らかの形

で役立てるよう、自分の専門 （国際法・国際機構）

の分野から取り組んでいきたいです。

い わ た に  　    の ぶ こ

お く ぞ の 　 じ ゅ ん じ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
海
上
保
安
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
起
爆
剤
に

海
上
保
安
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
が
強
化
す
る

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
中
核
と
な
る
の
が
「
研

究
と
発
信
の
強
化
」
だ
。

具
体
的
な
成
果
を
発
信
し
、
研
究
分
野
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
研
究
の
新
た
な
広
が
り

と
深
化
を
図
る
た
め
令
和
６
年
秋
に
、
海
上
保

安
大
学
校
と
海
上
保
安
協
会
が
共
催
し
、
研
究

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
だ
。
後
藤
セ

ン
タ
ー
長
は
語
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
セ
ン
タ
ー
が
で
き

て
か
ら
一
番
大
き
な
行
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
」
と
い
う
こ
と
を
広
く
Ｐ

Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま

す
が
、
な
に
よ
り
「
力
」
で
は
な
い
「
法
の
支
配
」

に
よ
る
海
洋
秩
序
の
維
持
が
今
非
常
に
重
要
で
、

緊
張
感
の
高
ま
る
国
際
環
境
に
対
し
て
ど
う
考

え
て
い
く
の
か
。
国
際
法
の
研
究
者
と
地
域
研

究
の
研
究
者
に
よ
る
学
際
的
な
討
議
を
通
し
て

多
く
の
人
に
共
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
大
変
期
待
し
て
い
ま
す
。

政
府
系
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
方
向
が
あ
る

程
度
決
ま
り
が
ち
な
の
で
す
が
、
今
回
は
学
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山影 統　主任研究員

研究領域：中国外交、中国外交史、国際政治

岩谷 暢子　主任研究員

研究領域：国際法、国際機構、
　　　　　国際平和協力、島しょ国



東京センタースタッフ

東京センター

かいほジャーナル 97号 89

東京センターをシンクタンクの中枢に
奥薗 淳二 副センター長
海上保安大学校を卒業し、現場を 2 年半経験した後、京都大学公共政策大学院に入学し、教員候補

としてさらに 3 年間、同法学研究科の博士課程で学びました。その後、大学校の教員として勤務し始

めて十数年になります。

行政に関わる研究課題は実務的課題と学術的課題の 2 種類があります。副センター長として、実務

的課題を学術的課題に転換して学術研究の文脈に乗せるとともに、学術的知見を実務家が納得できる

処方箋として示す翻訳者としての役割を果たし、実務と学術のギャップを埋めていきます。

今後は研究者を増やし、より学際的かつ総合的に世界の海上保安の問題に対して処方箋を書けるラ

インナップを揃え、それを事務的にサポートする体制を整えていきたいと考えています。

研究員インタビュー

【主な実務経歴】
慶 應 義 塾 大 学 大 学 院 政 策 メ
ディア研究科博士課程を単位
取 得 後 退 学、慶 應 義 塾 大 学、
早稲田大学、東京大学などで
非常勤講師を担当。東洋大学
人間科学総合研究所客員研究員。

【主な教育・研究経歴】
「中華人民共和国建国以前の中国共産党の外事工
作ー王炳南の活動を中心にー」『東洋大学人間科
学総合研究所紀要』第 26 号（2024 年）ほか

【現在行っている研究】
現在は、日本財団海上保安研究基金のプロジェク
トとして、中国の海洋調査活動の定量・定性分析
を行っています。
また、個人研究として中国の、海上保安庁に対す
る「認識」の分析を行っています。

海保だから得られる知見を研
究に活かし社会に還元

当初、この組織の中でどういう研究をして行け

ばいいのか悩んでいた時に、海上保安庁の先生か

ら「せっかく海保という環境にいるんだから 海保

でしか手に入れられない情報や海保だから得られ

る知見を研究の中に取り組むことで、ニーズを捉

えてかつ意義のある研究ができるんじゃないか」

と助言をいただきまして、本当にその通りだなと

腑に落ちました。

私はどちらかといえば、自分の関心事項に特化

してそこを突き詰めていくタイプの研究者なので

すが、社会のニーズをとらえた研究にもしっかり

と目を向けていきたいと思っています。

や ま か げ  　 す ば る

【主な実務経歴】

外務本省（総合外交政策局）、

国際連合日本政府代表部、在

ガーナ日本国大使館、在フィ

ジー日本国大使館、内閣府国

際平和協力本部事務局など

【主な教育・研究経歴】

博士（法学）。神戸大学大学院国際協力研究科、

神戸学院大学客員准教授

【現在行っている研究】

法を執行する行政組織としての海上保安機関の

間での連携・協力における成否要素の分析を、

組織・法・運営の面から試みています。

国際ルールは生きもの。多国間
関係での経験を活かした研究に
取り組む

　2０年ほど外務省に勤務しました。多国間外交に

関わることが多かったのですが、西アフリカと南太

平洋の公館に赴任した経験から、１つ１つの国での

人間同士の関係が、多国間関係においても、非常に

重要なことを学びました。

海上保安機関の国際連携が関心テーマです。多国

間外交の中で、ルールや仕組みの策定交渉、実施、

運営を見てきた経験を活かして、研究を根気強く組

み立てていきたいです。実家は離島地域にあり、巡

視船を日々見送る環境にありますので、海保は身近

な存在です。海上保安官の方々の仕事に何らかの形

で役立てるよう、自分の専門 （国際法・国際機構）

の分野から取り組んでいきたいです。

い わ た に  　    の ぶ こ

お く ぞ の 　 じ ゅ ん じ
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シ
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な
る
の
が
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だ
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具
体
的
な
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果
を
発
信
し
、
研
究
分
野
の
ネ
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ー
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て
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究
の
新
た
な
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が
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と
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図
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に
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上
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安
大
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上
保
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し
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後
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Ｒ
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、

緊
張
感
の
高
ま
る
国
際
環
境
に
対
し
て
ど
う
考

え
て
い
く
の
か
。
国
際
法
の
研
究
者
と
地
域
研

究
の
研
究
者
に
よ
る
学
際
的
な
討
議
を
通
し
て

多
く
の
人
に
共
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
大
変
期
待
し
て
い
ま
す
。

政
府
系
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
方
向
が
あ
る

程
度
決
ま
り
が
ち
な
の
で
す
が
、
今
回
は
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
の
で
、
あ
る
意
味
答
え
が

な
い
。
い
ろ
ん
な
課
題
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
の
で
す
。
海
上
保
安
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
一
つ
の
起
爆
剤
に
し
た

い
で
す
ね
。

山影 統　主任研究員

研究領域：中国外交、中国外交史、国際政治

岩谷 暢子　主任研究員
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奥薗副センター長

オンタイムでは、МＳＰ等の学生
との議論です。МＳＰのリサーチ
ペーパーや学生の卒論を指導し
つつも、彼らの若いエネルギー
を吸収してます(笑)。熱意ある
若者と接すると、彼らのために
も頑張ろうという気持ちになり
ます。オフタイムでは、家族と
の団らんです。転勤に同行して
くれた家族に感謝です。

野間 清隆　教授　　海上安全学講座

昭和 61 年、海上保安大学校卒業。本庁、管区本部、巡視船での勤務のほか、特殊救難隊で
６年間、フィリピン・コーストガードで JICA 専門家として３年間の勤務経験を持つ。平成
29 年から現職。令和 4 年、広島大学大学院社会科学研究科で修士号（マネジメント）を取得、
現在は同研究科の博士後期課程に在籍。

現場の視点と学際的視点を架橋し、安全風土の高い組織の在り方を探求

授業は海上安全学の講義を担当し、安全マネジメントや危険物事故への対応方法などを教えて

います。中でも安全マネジメントについては、海上保安業務が多様化、複雑化していく中、現場対応能力を維持・向上させるた

めの根幹と考え、特に重点を置いています。個人はもとよりチームと組織の安全マネジメントが重要で、そのためには質の高い

安全風土や安全文化が欠かせません。研究についても、安全風土が高まる要因やその意義について研究していますが、海外にも

目を向け、米国沿岸警備隊などとの学術交流を通じた情報収集や意見交換も行っています。

 MSP の授業ではセーフティー・マネジメントシステムを担当していますが、そこでも安全マネジメントの重要性とリーダー

として何をするべきかなどについて、ケースメソッドという討議式の授業を通じて学びを深めるようにしています。国や文化を

超え、普遍的な価値である「安全」を学生と共有することがねらいです。

一宮 剛　教授　　海上警察学講座

平成 12 年、海上保安大学校卒業。特殊救難隊で７年間勤務した後、海上保安大学校国際海
洋政策研究センター（当時）に勤務し、並行して広島大学大学院社会科学研究科で修士号を
取得。その後、シンガポールにある日本海難防止協会に所属し調査研究に従事。帰国後、東
京経済大学 大学院経営学研究科で博士号を取得し、令和５年から現職。

チームのパフォーマンスを高めるリーダーシップの探求

「リーダーシップのかん養」は当校の教育方針のひとつです。私は「チームのパフォーマンスを高めるリーダーシップとは何か」、

なかでも近年注目が高まっている「シェアド・リーダーシップ」という、リーダーだけではなく、それぞれのメンバーもその専

門分野を活かして影響力を発揮するという理論を主に研究しています。

リーダーシップは誰もが学べば獲得できるスキルだととらえ、それぞれの学びをサポートしていくことが私の使命だと考えて

います。

野中 健一　教授　　海上警察学講座

平成 17 年、慶應義塾大学大学院法学研究科政治学専攻後期博士課程単位取得退学。同大学
グローバルセキュリティ研究所助手、島根県立大学北東アジア地域研究センター助手、海上
保安大学校講師、同大学校准教授を経て、令和６年から現職。

センターのシンクタンク機能強化に向けて

私は、竹島周辺海域をめぐる諸問題に関心を抱いています。例えば、韓国のコーストガードは

どのようにして同海域を日本から守ろうとしているのだろうか。こんなことを考えながら韓国政府発刊の公的資料を一枚ずつ読

み続け、彼等の政策を理解しようとしてきました。時間がかかる作業となりますが、そのおかげで『竹島をめぐる韓国の海洋政策』

という本も刊行できました。なお令和３年にはこの書籍により日本沿岸域学会から学会賞を頂いています。これを通過点として、

今後一層研さんを深め、分析力の向上に努めたいと思っています。

い ち み や ご う

の 　 ま 　 き よ た か

の な か  け ん い ち

かいほジャーナル 97号 1011

学 生 に と っ て 最 初 の 国 際
体 験 と な る 学 生 国 際 会 議

海上保安大学校で開催された学生国際会議の様子

令和６年６月 20 日から 23 日にかけて海上保安大学校で国際交
流促進事業のメインプログラムである学生国際会議が開催された。

同校の本科学生と､アメリカ､カナダ､マレーシア､フィリピンの
海上保安機関等から招へいされた７名の学生及び若手士官が参加
し､海上保安に関する様々な議題について意見交換を行った。

本科第四学年第一群（航海）
伊東 知穂

いとう　 ち ほ

学 生 国 際 会 議 に 参 加 し た
学 生 イ ン タ ビ ュ ー

令和5年度 学生国際会議　議長

準備の段階で、外国の方と連絡を取り合い、先
方が状況をはっきりと把握できるよう説明するこ
とが難しかったです。招へい学生と、三ツ石寮で
一緒に過ごし、交流を深めることで、共通点を強
く感じられたことは収穫でした。

本科第四学年第三群（情報通信）
佐藤 勇斗

さとう    ゆうと

令和5年度 学生国際会議　副議長

会場の準備では、初めて触れる機材が多く、セッ
ティングに慣れていなくて、会議ギリギリまで調
整が続いて大変でした。国際会議の開催にあたっ
ては多くの人の協力が必要になり、そこにおける
調整の難しさを学ぶことができました。

初めて自分自身で国際会議を運営する経験をさ
せていただきました。準備の段階で各国の方と連
絡を取りながら、当日の会議までの調整を並行す
ることは、とても大変でした。ご協力いただいた
教官方をはじめ、様々な方から沢山のことを学ば
せていただきました。今回得た知識、反省、経験
をこれからの海上保安官人生に活かしていきたい
です。

招へい学生の方とともに過ごした時間が特に印
象的でした。食事や交流活動等を通じて、英語に
触れる機会を増やせたことが今年度の成果だと
感じています。招へい学生のサポートを通じ、英
語能力は勿論、様々な事柄について、自分の考え
をしっかりと持っておくことが重要だと気付かさ
れました。

本科第三学年第二群（機関）
花田 優斗
は な だ   ひ ろ と

令和6年度 学生国際会議　議長

本科第三学年第三群（情報通信）
堀内 梨紗
ほりうち    り   さ

令和6年度 学生国際会議　副議長

教育に研究に、日々切磋琢磨し業務に挑む教員・研究員のみなさん。疲れた時はどうしてるの？
気になるリフレッシュ法をうかがいました。

ホッとひと息、私のリラックスタイム

山影主任研究員

一宮教授

野間教授

後藤
センター長

休日は７歳と５歳の子どもを色
んな所へ連れて行ったりして家
族と過ごしています。私は研究
が好きですので、それもリフ
レッシュになっています。好き
なことを仕事にさせ
ていただいてありが
たいなという気持ち
でいっぱいです。

趣味は釣りと自転車です。釣りは手間がか
かりますがフカセ釣りが好きですね。自転
車はコロナをきっかけに始めました。尾道
で勤務していた時は、サイクリストの聖地
と言われるしまなみ海道もよく走りました。

身体を動かすことがリフレッ
シュになります。体力の維持
も兼ねて水泳やジョギングの
ほか、最近ではヨガにはまっ
ています。あとは夫婦で晩酌
するのも楽しみの一つです
ね。４歳の孫娘がいますが、
とてもなついてくれていて、
公園で一緒に遊ぶことが最高
のリラックスタイムになって
います。

昼休みにトレーニン
グルームで体を動か
したり、家に帰って
から夜にランニング
をして、頭をクリア
にしています。お風
呂に入って寛ぐと「 
明日も頑張ろう！」
という気持ちになれ
ます。

岩谷主任研究員

乗り物と駅や空港が好きで、
製造や運航の歴史を調べた
り、見に行ったり、乗ったり
撮ったりしています。

天気が良ければ、昼休
み中、キャンパス内を
散歩することがありま
す。その他、研究室の
窓から瀬戸内海を眺め
て、頭を休ませること
もあります。私の研究
室から見える景色って、
結構きれいなんです。

野中教授



奥薗副センター長

オンタイムでは、МＳＰ等の学生
との議論です。МＳＰのリサーチ
ペーパーや学生の卒論を指導し
つつも、彼らの若いエネルギー
を吸収してます(笑)。熱意ある
若者と接すると、彼らのために
も頑張ろうという気持ちになり
ます。オフタイムでは、家族と
の団らんです。転勤に同行して
くれた家族に感謝です。

野間 清隆　教授　　海上安全学講座

昭和 61 年、海上保安大学校卒業。本庁、管区本部、巡視船での勤務のほか、特殊救難隊で
６年間、フィリピン・コーストガードで JICA 専門家として３年間の勤務経験を持つ。平成
29 年から現職。令和 4 年、広島大学大学院社会科学研究科で修士号（マネジメント）を取得、
現在は同研究科の博士後期課程に在籍。

現場の視点と学際的視点を架橋し、安全風土の高い組織の在り方を探求

授業は海上安全学の講義を担当し、安全マネジメントや危険物事故への対応方法などを教えて

います。中でも安全マネジメントについては、海上保安業務が多様化、複雑化していく中、現場対応能力を維持・向上させるた

めの根幹と考え、特に重点を置いています。個人はもとよりチームと組織の安全マネジメントが重要で、そのためには質の高い

安全風土や安全文化が欠かせません。研究についても、安全風土が高まる要因やその意義について研究していますが、海外にも

目を向け、米国沿岸警備隊などとの学術交流を通じた情報収集や意見交換も行っています。

 MSP の授業ではセーフティー・マネジメントシステムを担当していますが、そこでも安全マネジメントの重要性とリーダー

として何をするべきかなどについて、ケースメソッドという討議式の授業を通じて学びを深めるようにしています。国や文化を

超え、普遍的な価値である「安全」を学生と共有することがねらいです。

一宮 剛　教授　　海上警察学講座

平成 12 年、海上保安大学校卒業。特殊救難隊で７年間勤務した後、海上保安大学校国際海
洋政策研究センター（当時）に勤務し、並行して広島大学大学院社会科学研究科で修士号を
取得。その後、シンガポールにある日本海難防止協会に所属し調査研究に従事。帰国後、東
京経済大学 大学院経営学研究科で博士号を取得し、令和５年から現職。

チームのパフォーマンスを高めるリーダーシップの探求

「リーダーシップのかん養」は当校の教育方針のひとつです。私は「チームのパフォーマンスを高めるリーダーシップとは何か」、

なかでも近年注目が高まっている「シェアド・リーダーシップ」という、リーダーだけではなく、それぞれのメンバーもその専

門分野を活かして影響力を発揮するという理論を主に研究しています。

リーダーシップは誰もが学べば獲得できるスキルだととらえ、それぞれの学びをサポートしていくことが私の使命だと考えて

います。

野中 健一　教授　　海上警察学講座

平成 17 年、慶應義塾大学大学院法学研究科政治学専攻後期博士課程単位取得退学。同大学
グローバルセキュリティ研究所助手、島根県立大学北東アジア地域研究センター助手、海上
保安大学校講師、同大学校准教授を経て、令和６年から現職。

センターのシンクタンク機能強化に向けて

私は、竹島周辺海域をめぐる諸問題に関心を抱いています。例えば、韓国のコーストガードは

どのようにして同海域を日本から守ろうとしているのだろうか。こんなことを考えながら韓国政府発刊の公的資料を一枚ずつ読

み続け、彼等の政策を理解しようとしてきました。時間がかかる作業となりますが、そのおかげで『竹島をめぐる韓国の海洋政策』

という本も刊行できました。なお令和３年にはこの書籍により日本沿岸域学会から学会賞を頂いています。これを通過点として、

今後一層研さんを深め、分析力の向上に努めたいと思っています。
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学 生 に と っ て 最 初 の 国 際
体 験 と な る 学 生 国 際 会 議

海上保安大学校で開催された学生国際会議の様子

令和６年６月 20 日から 23 日にかけて海上保安大学校で国際交
流促進事業のメインプログラムである学生国際会議が開催された。

同校の本科学生と､アメリカ､カナダ､マレーシア､フィリピンの
海上保安機関等から招へいされた７名の学生及び若手士官が参加
し､海上保安に関する様々な議題について意見交換を行った。

本科第四学年第一群（航海）
伊東 知穂

いとう　 ち ほ

学 生 国 際 会 議 に 参 加 し た
学 生 イ ン タ ビ ュ ー

令和5年度 学生国際会議　議長

準備の段階で、外国の方と連絡を取り合い、先
方が状況をはっきりと把握できるよう説明するこ
とが難しかったです。招へい学生と、三ツ石寮で
一緒に過ごし、交流を深めることで、共通点を強
く感じられたことは収穫でした。

本科第四学年第三群（情報通信）
佐藤 勇斗

さとう    ゆうと

令和5年度 学生国際会議　副議長

会場の準備では、初めて触れる機材が多く、セッ
ティングに慣れていなくて、会議ギリギリまで調
整が続いて大変でした。国際会議の開催にあたっ
ては多くの人の協力が必要になり、そこにおける
調整の難しさを学ぶことができました。

初めて自分自身で国際会議を運営する経験をさ
せていただきました。準備の段階で各国の方と連
絡を取りながら、当日の会議までの調整を並行す
ることは、とても大変でした。ご協力いただいた
教官方をはじめ、様々な方から沢山のことを学ば
せていただきました。今回得た知識、反省、経験
をこれからの海上保安官人生に活かしていきたい
です。

招へい学生の方とともに過ごした時間が特に印
象的でした。食事や交流活動等を通じて、英語に
触れる機会を増やせたことが今年度の成果だと
感じています。招へい学生のサポートを通じ、英
語能力は勿論、様々な事柄について、自分の考え
をしっかりと持っておくことが重要だと気付かさ
れました。

本科第三学年第二群（機関）
花田 優斗
は な だ   ひ ろ と

令和6年度 学生国際会議　議長

本科第三学年第三群（情報通信）
堀内 梨紗
ほりうち    り   さ

令和6年度 学生国際会議　副議長

教育に研究に、日々切磋琢磨し業務に挑む教員・研究員のみなさん。疲れた時はどうしてるの？
気になるリフレッシュ法をうかがいました。

ホッとひと息、私のリラックスタイム

山影主任研究員

一宮教授

野間教授

後藤
センター長

休日は７歳と５歳の子どもを色
んな所へ連れて行ったりして家
族と過ごしています。私は研究
が好きですので、それもリフ
レッシュになっています。好き
なことを仕事にさせ
ていただいてありが
たいなという気持ち
でいっぱいです。

趣味は釣りと自転車です。釣りは手間がか
かりますがフカセ釣りが好きですね。自転
車はコロナをきっかけに始めました。尾道
で勤務していた時は、サイクリストの聖地
と言われるしまなみ海道もよく走りました。

身体を動かすことがリフレッ
シュになります。体力の維持
も兼ねて水泳やジョギングの
ほか、最近ではヨガにはまっ
ています。あとは夫婦で晩酌
するのも楽しみの一つです
ね。４歳の孫娘がいますが、
とてもなついてくれていて、
公園で一緒に遊ぶことが最高
のリラックスタイムになって
います。

昼休みにトレーニン
グルームで体を動か
したり、家に帰って
から夜にランニング
をして、頭をクリア
にしています。お風
呂に入って寛ぐと「 
明日も頑張ろう！」
という気持ちになれ
ます。

岩谷主任研究員

乗り物と駅や空港が好きで、
製造や運航の歴史を調べた
り、見に行ったり、乗ったり
撮ったりしています。

天気が良ければ、昼休
み中、キャンパス内を
散歩することがありま
す。その他、研究室の
窓から瀬戸内海を眺め
て、頭を休ませること
もあります。私の研究
室から見える景色って、
結構きれいなんです。

野中教授
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九管区 本部

最大規模！延べ7,888トン！
能登半島地震 給水支援終了

3月1日

2024年3月ｰ6月

九管区 本部 4月3日 二管区 福島保安部

震災行方不明者合同捜索

3月11日

学校 保安学校

海上保安学校 卒業式

3月24日

八管区 舞鶴保安部

巡視船｢ふそう」解役

3月15日十管区 鹿児島保安部

巡視船｢しきしま」解役

4月15日

四管区 本部

NHK名古屋でブース出展
～チコちゃんと撮影～  

海上保安庁×アルビレックス新潟
コラボポスター完成

4月21‐22日

一管区 本部

知床遊覧船事故行方不明者捜索
4月22‐24日

七管区 福岡保安部

巡視船「やしま」一般公開

5月3‐4日

三管区 羽田特殊救難基地

特殊救難業務研修 開講式
4月26日

七管区 福岡保安部

大人気イベント！
巡視船「むろみ」潜水士による展示訓練

5月3‐4日

十一管区 那覇保安部

巡視船「おきなわ」一般公開
5月4日学校 保安学校

田辺城まつり
5月26日

十管区 八代保安署

熊本みなまた港フェスティバル2024
5月25日

要救助者を救え！ 急患搬送訓練

五管区 本部

海保・警察・消防
合同潜水訓練

5月18日

三管区 千葉保安部

千葉県・地元学生と
コラボポスター
制作

5月15日二管区 本部

東北電力との離島電力復旧共同訓練
5月30日

一管区 小樽保安部

日和山灯台一般公開と飛行展示
6月1‐2日

ゆるキャラサッカー大会 

四管区 衣浦保安署

海洋環境保全教室
6月5日

十管区 本部

女性限定
海保・警察・消防合同おしごと体験会

6月22日

三管区 本部

TOKYO HEROES' GAME
～読売巨人軍とコラボ～

6月30日 二管区 本部

東北マリンフェスタ2024
湾ダフルしおがま・ボート天国

6月1‐2日

七管区 大分保安部 6月4日

六管区 松山保安部 4月27日

万博開幕に向け、
大阪灯台でのコラボ撮影！

五管区 大阪保安監部 5月21日

学校 保安学校 6月11日 八管区 敦賀保安部

越前松島水族館でのイベント

4月27日

六管区 高松保安部

新屋島水族館へ感謝状贈呈

3月19日

行軍訓練
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① 海上保安大学校学生採用試験
受付期間：８月22日(木)～９月４日(水)
第１次試験日：10月26日(土)及び27日(日)
ホームページ：https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/enter/jcga.html
受験案内配布時期：2024年６月12日（水）～

海上保安庁では､海洋環境について考える機会を通じて､海への関心を高め､
海洋環境保全思想の普及等を図ることを目的として､小・中学生を対象に図
画コンクールを開催しています｡作品は､｢はがきサイズ｣で募集しています。
多くの皆様からの応募をお待ちしています。
応募の詳細はホームページをご確認ください。
締切は９月６日(金)（必着）。
（共催：公益財団法人海上保安協会）

詳しくは､二次元コードをご確認ください▶

海上保安庁ホームページ
海上保安庁図画コンクールページ

② 海上保安学校学生採用試験
受付期間：７月16日(火)～７月25日(木)
第１次試験日：９月22日(日)
ホームページ：
https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/enter/jcgs.html
受験案内配布時期：2024年６月12日（水）～

自己救命策の確保
～ 思わぬ事故から命を守るために必要なこと～

自己救命策確保３つの基本

ⒸJCGF

保守・点検されたものを 
正しく着用してね。 

11ライフジャケット
常時着用

33 118番・NET118
の活用

22 携帯電話等

家族や友人・関係者に｢目的地や帰宅時間｣を伝え、
現在位置等を定期的に連絡しましょう。

連絡手段の確保 ⒸJCGF

防水パックに入れて 
落とさないようにね。 

ⒸJCGF

ⒸJCGF

GPS機能を「ON」とした
とるす報通 で話電帯携

正確な位置の把握につながるよ。 

プラス1

海上保安大学校･海上保安学校採用試験
申 込 受 付 中

作 品 募 集
第25回未来に残そう青い海･
海上保安庁図画コンクール

海上保安庁採用HP

特別賞(国土交通大臣賞) 海上保安庁長官賞(中学生の部)

第24回未来に残そう青い海・
海上保安庁図画コンクール受賞作品


